
 

 

 

 

 芸術の秋。文化の秋。北空知学芸連盟の書道・図工美術作品展。今年もセンターの玄関ホールいっ

ぱいに、北空知１市５町の小中学生の書道や絵画などが展示され、児童生徒達が丁寧に作品を完成さ

せた姿や先生方の熱心な指導が想像できる力作揃いでした。来年の作品にも期待しているところです。 

 

 さて、雪虫の知らせと共に雪もかなり

降りました。途中で「転んだ～。」と教え

てくれる子も多くいましたので、ぜひ、

けがなく歩いてほしいと思います。 

そのような中、２０日（月）の朝は電話が止むことなく鳴り続けました。８時３０分ころからは、

固定電話の通信障害が正午付近まで続くなど、電話が繋がりづらい状況も重なり、ご迷惑をお掛けい

たしました。また、１・２年生の学年閉鎖や３年生以上も含めた学校閉鎖に伴う迎えなど、ご理解と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本校のインフルエンザ等での欠席は、おかげさまでどうやら一段落といった感じで落ち着きを取り

戻している雰囲気ですが、まだまだ油断できない状況です。学校での換気や手洗い・うがいの励行も

行っていますが、ご家庭での健康観察、よろしくお願いいたします。 

 １１月１１日（土）、田中賢介さんを招いての講演会が、雨竜小・中学校の体育

館で行われ、松本 PTA会長さんらと共に聞いてきました。日本ハムファイターズ

で活躍され、大リーグにも挑戦し、現在、田中学園立命館慶祥小学校の理事長です。 

 お話の中の中で、特に２つ、「右打者から左打者に転向し、また右打者に戻ろう

としたときに父から、決めたことを続けてやることの大切さについて諭された話」、

「子どもが失敗したときにかける言葉は、ドンマイや惜しいではなく、ナイストラ

イという挑戦する気持ちを更に引き出す言葉が大事、失敗した結果を主にしない言葉がけの話」が心

に残りました。 

  「継続は力なり」の言葉通り、やり続けることで上手にできるようになったり得意になったり、

また、習慣付いたりしていきます。そして、今後様々な新しい場面に出会うであろう子ども達に多く

の経験をさせてあげることが大切になってきます。新しいことに躊躇する、また、チャレンジして失

敗する等の壁に当たったとき、周りの人々がどのような声がけをするかが重要です。普段からされて

おられると思いますが、朝の登校で子ども達が笑顔になれる＋の声がけを今後ともよろしくお願いい

たします。 

学校閉鎖・固定電話の通信障害等もありましたが 

対応ありがとうございました 
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○すすんでやりぬく子ども 

○よく考える子ども 

○思いやりのある子ども 

○強くたくましい子ども 

北空知 PTA連合会の研修会に参加して 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1年生が 6月から進めてきた「人権の花」の取組に対し、

１１月１４日（火）人権擁護委員会より感謝状の贈呈が行わ

れました。贈呈に伴い、1 年生では人権教室を行いました。

電子黒板を活用した紙芝居でお話を聞き、他人との違いを認

め合い、思いやりの心の大切さに気づく、とても良い機会と

なりました。今後も、一已小学校では、人権教室やピア・サポ

ート学習（友だちとのつながり方を考える学習）、道徳の学習

等を通して、他人との関わり方を考え、心豊かに学ぶことの

できる子どもを育んでいきます。 

 

１２月・１月は帰宅時刻が変わります！！ 

１２月から１月まで帰宅時刻が４時になります。ご

家庭におかれましては、外出の約束などを再度ご確認

いただき、子ども達が安心して遊ぶことが出来る環境

づくりにご協力いただきますようお願いいたします。 

 

人権教室の様子 

感謝状贈呈 

 6年生では、保健体育における健康につい

て考える学習の一環として、１１月２７日

（月）に深川市の保健師と連携し「ダメダメ

たばこ教室」を行っています。20歳になっ

てから喫煙について考える機会となってい

ます。たばこに限らず、生活習慣等を自分で

考え、健康に過ごしていくためにどんなこと

を意識していくのかを学んでいます。 

ダメダメたばこ教室 

一已小学校探検！！ 

 １１月８日（水）に、縁があり、めぐみ幼稚園、北光

保育園、音江中央保育園の園児が一已小学校に来校し、

学校探検と１年生との交流を行いました。とても元気

に過ごし、「楽しかった」と言いながら帰って行きまし

た。お世話をした１年生は先輩として、堂々とし、とて

も立派でした。今後は、他の幼稚園や保育園との取組を

広げてていこうと考えてい 

ます。 

来年の４月から、入学す 

る元気な子ども達。今から、 

とても楽しみです。 

１年生との交流 

日 曜 １２月　行事予定 日 曜 １２月　行事予定

1 金 17 日
2 土 18 月 児童会活動日後⑤　図書館閉室

3 日 19 火 英語deトライ６年　学校運営協議会

4 月 B日課　図書返却(～8日) 20 水 年度末反省会議（全体　予備日）
放課後教室（高⑧）5 火 21 木

6 水 放課後教室（高⑦） 22 金 Ｂ5日課
冬季休業前集会7 木 23 土 冬季休業開始（～1/16まで）

8 金 安全点検日　いなほカフェ（一已中学校） 24 日
9 土 25 月 チャレンジ深川➀

10 日 26 火 チャレンジ深川②

11 月 冬休み図書貸出(～14日) 27 水 チャレンジ深川③

12 火 28 水 チャレンジ深川④

13 水 放課後教室（低⑦） 29 木 学校閉庁日

14 木 30 金 学校閉庁日

15 金 B日課　金融教育６年　特別支援お店屋さん 31 土 学校閉庁日

16 土



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月の学校だよりや学習発表会での校長からの話の通り、「いじめの見逃しをなくし、児童が安心

して学ぶ機会」を作るため、文部科学相からの通知等にしたがい、いじめの認知及び対策を見直し、

「嫌な思いをした」場合には、いじめを受けたとして対応を進めているところです。今回のアンケー

トにおいて、「嫌な思いをした」児童については、勘違いや間違いであったこと以外は、いじめとして

認知し、児童の困り感を保護者の皆様と共有しながら取組を進めていきます。何かございましたら、

学校までお問い合わせください 

 

学      年 嫌な思いをした 嫌な思いが継続している 内      容 

1     年 

 

26人 11／26人 悪口、仲間外れや無視、軽く

ぶつかられたり、たたかれた

りする、けられたりする、持ち

物をかくされたり、いたずら

されたりする、危険な事をさ

れたり、させられたりする、無

料通話アプリで悪口をかかれ

たり、仲間外れにされたりす

る、自分の嫌そうなことをす

る、蜂の巣をもって追いかけ

る、にらまれる、ゲームで閉じ

込められる、友だちをとられ

る、あだ名を言われる、中指を

立てられる、つばをかけられ

る、デリケートゾーンを攻撃

される、他の人と態度が違う、

体のことを言われる、少しぶ

つかっただけで「あっ」と言わ

れる 

2     年 

 

20人 14／20人 

3     年 

 

18人 9／18人 

4     年 

 

6人 2／6人 

5     年 

 

10人 7／10人 

6     年 

 

7人 5／7人 

学    校 

 

87人 48／87人 

【一已小学校の対策】 

・教育相談を行い、実態の把握に努め、状況に応じた指導を行う。 

・児童の困り感については、いろいろな場面で保護者と情報共有を行い、解決していく。 

・不安感のある児童については、見守りや声かけを行い不安感感の減少を図る。 

・教育委員会やスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー等の関連する機関と連携し、解 

決していく。 

・人権教室やピア・サポート学習、道徳の学習等を活用し、子ども達の思いやりの気持ちを育てる。 

・集会活動や委員会活動等の他の人と協力する活動を通して、他の人との関わりについて学ぶ機会を 

設ける。 

・児童の困り感については、学校全体で共有し、対策を進める。 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

息子へ 

あなたは今日から iPhone を持つことができます。 やったね！あなたは責任感のある利口な１３歳な 

ので、このプレゼントはあなたにふさわしいと思います。しかし、このプレゼントを受け取ったからには

それなりの約束を守ってもらいます。これら１８個のことが守れないようならすぐに iPhone をとりあ

げますよ。 

① これは私の iPhone です。私が買って、あなたに貸してあげています。  

② パスワードは常に私に報告してください。  

③ これは電話です。鳴ったらマナーを守って必ず出てください。  

④ 学校のある日は午後 7:30 に、週末は午後 9:00 に親に iPhone を渡してください。  

⑤ 学校に持って行ってはいけません。メールでやり取りする相手とは直接会話を楽しみなさい。会話は 

生きる上で大事なスキルです。  

⑥ もしトイレに床に落として破損、紛失した場合は、修理費用は自己負担です。 

⑦ 嘘をついたり、人を馬鹿にしたりするためにこのテクノロジーを使わないこと。 

⑧ 面と向かって言えないことをメールしてはいけません。 

⑨ 友だちの両親の前で言えないようなことをメールでしないこと。 

⑩ ポルノ禁止。情報は私の共有。知りたいことは私かパパに聞くこと。 

⑪ 公共の場では電源を切るか、マナーモードにしなさい。  

⑫ 他人のプライベートな写真を送ったり受け取ったりしてはいけません。一度広まってしまったら、解 

決するのはとっても難しいです。  

⑬ 膨大な数の写真やビデオを撮らないでください。すべてを記録する必要はありません。自分自身の体 

験を大切にしなさい。体験は永遠に残るものです。 

⑭ ときには iPhone を家に置いて行きなさい。携帯は生き物でもあなたの一部でもありません。これな 

しでも暮らしていける。器の大きい人間になりなさい。 

⑮ いい音楽をダウンロードして聴きなさい。視野を広げなさい。 

⑯ ワードゲームやパズル、知能ゲームで時々遊びなさい。 

⑰ 上を向いて歩きなさい。周囲の世界に目を向けてなさい。会話をしなさい。グーグルに頼らないで探 

し求めなさい。 

⑱ 問題があるようなら、iPhone を没収します。もう一度話し合い、はじめからやり直しましょう。あ 

なたと私は常に学んでいるチームメイトです。一緒に答えを出して行きましょう。これらの約束を守っ 

てくれることを願っています。これらは iPhone だけでなく、人生にも通じることです。あなたは早く 

変わり続ける世界のなかで成長していきます。            

あなたを愛しています。                                母より 

 

 

 11 月 11 日（土）、雪の中、一已小学校ＰＴＡ研修部の皆様を中心に北空知ＰＴＡ連合会研修会に参加してきまし

た。お忙しい中ありがとうございます。雨竜町立雨竜小中学校の体育館で、北海道教育委員会の方によるネットトラブ

ルに関する講演と元日本ハムファイターズ選手の田中賢介氏による「挑戦」をテーマとした講演を聴きました。田中賢

介氏のお話では、少年野球からプロ野球へいくまでの挑戦、渡米の挑戦、北海道で小学校を創るまでの挑戦の中で、多

くのことに葛藤してもあきらめずに継続して取り組む大切さを学びました。 

 また、ネットトラブルに関する講演では、家庭において使い方をしっかり考え、危険性について共有しながら約束等

を決め、ネット環境に関わる事が大切ということを学びました。教育相談で提出された保護者の方からの意見でも、家

庭におけるネット環境との関わり方に苦慮しているということを伺っています。あらためて、家庭において子ども達と

約束の再確認等をしてください。下記の内容は、10年前に話題になったアメリカの保護者が 13歳の少年にスマホを

渡す時にした約束です。家庭での話し合い時、一つの例として参考にしてください。 


